
 

  

  

 

     

 

 

 

 

 

新潟 RC ３月第 ２例会 (2015.3.10) №3078 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 高橋 秀樹会長挨拶 

・７５周年記念例会・観桜会の準備状況について 

 

(3) ビジターの紹介 

    ・安藤 幸夫君(新潟東ＲＣ) 

(4) 退会ご挨拶 

   ・キリンビールマーケティング㈱  

    新潟支社長 中島 勉君 

(5) ロータリーの友紹介（渡部剛士広報委員） 

(6) 各種ご寄付の発表 

青少年育成基金寄付発表(山田 隆一委員長) 

樋熊 紀雄君  

(7) ニコニコボックス紹介（村松 敦委員） 

・中島 勉君 ２年間に渡り大変お世話鎖になりました。１１

年の単身生活にもピリオドを打つことになりますが、そちらの

方が心配です。 

・佐藤 紳一君 記念日の鉢植いただきありがとうございまし

た。今だに段ボールの中で冬籠りです。 

(8) 幹事報告（安藤 栄寿幹事） 

・例会終了後、青少年育成基金について打合せを行いま

すので関係者の方は５階「弥彦の間」にお集まりください。 

・新潟西ロータリークラブが 5 月 30 日に創立 40 周年記念

式典を開催致します。会場はホテルオークラ新潟、登録料

は会員15000円、ご家族10000円です。ご案内を郵送致し

ますので、多数の参加をお願い致します。 

・４月２５日 地区主催の『山の会』が開催されます。南魚沼

の坂戸山へ登頂予定です。会費は１３０００円。詳細、申し

込みは事務局へ４月１０日までにお願い致します。 

 

(9) 卓話「世界遺産候補 佐渡金銀山の魅力」  

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室 

参与 吉田 博氏 

 

 

 

 

 

 

(10) 本日の出席率 ７２．１６  ％ 

(2週間前メーク後 ８６．０３  %) 

３月１７日の例会予定 

会員スピーチ 「日本銀行の金融政策」 

日本銀行新潟支店 千田 英継支店長 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

2014～15 年度 
国際ロータリー会長 

 
ゲイリーC. K. ホァン 

2014～15 年度
新潟ロータリークラブ会長 

 
高橋 秀樹 

   ロータリーに輝きを 
 

     2014～15 年度 国際ロータリーのテーマ 



コ ラ ム 

 

ポールハリス語録より 

「人 生 訓」 
 

㈱小甚 代表取締役社長 小山 楯夫 
 
私たちの生きる目的は何でしょうか? 
学ぶことです。 
何を学ぶために生きているのでしょうか? 
学ばなければならない唯一のことは、どうすれば自己にとらわれないようになる

かということです。私たちはそれを学ばなければなりません。学ばないわけには

いきません。ひとりでに学ぶことができなければ、強制されるでしょう。遅かれ

早かれ、私たちは自己と決別せざるをえません。最後の日を迎えるまで、自己に

とらわれているかもしれません。あるいは自然に、徐々に、そうです、喜びをも

って、自己と決別できるかもしれません。 
18 歳のとき、あなたは 100 パーセント、エゴそのものです。そうではありませ

んでしたか? 単に自己中心的であるばかりでなく、徹頭徹尾自分のことだけ考え

ていました。トーマス・カーライルによると、18 歳で、人は嫌味の極致に達する、

ということです。 
それから、仕事に就きます。そして、あなたの自我が屈服します。次いで、結婚

します。結婚に伴い、あなたの自我はまた屈服します。そして幸い子供に恵まれ

ましたら、そのときまでには、あの 100 パーセントのエゴで残っているものはほ

とんどないでしょう。自我との決別はこのように徐々に、自然に、喜びを伴いな

がら来ますので、あなたは自分の内部で何が進行しているかほとんど気付かない

でしょう。それぞれの経験は、待ち望まれ、言い表しがたい喜びをもって期待さ

れたものです。これは犠牲でしょうか? そうです、犠牲と呼ばれてきたかもしれ

ません。しかし、あなたは、犠牲を払うという栄誉のために懸命に闘ってきたこ

とでしょう。これが極く自然な学び方です。あなたの母親も同じように学んでき

ました。母親の人生は、あなたのよく知っている「Service, not self」という主義

を最もよく表わしています。最後の日を迎えたとき、屈服しなければならないも

のは、彼女にほとんど残っていません。彼女には 1 パーセトのエゴしかありませ

ん。その 1 パーセントは、揺らぎながら消え去ります。しかし 99 パーセントは、

これまで生きてきましたし、現在も生きています。そして、これからも生き続け

ていくでしょう。 
私たちの生きる目的は何でしょうか? 
学ぶことです。 
何を学ぶのですか? 
人生を学ぶのです。 
人生から何を学ぶのですか? 
人生から学ぶのは唯一のことです。人生を送る中で、いかにエゴと決別するかを

学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


